
 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和６．２．29 現在） 総数 294 名 

１年 106 名  ２年 87 名  ３年 101 名 

令 和 ６ 年 ２ 月 ２ ９ 日 
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今
年
、
二
〇
二
四
年
は
う
る
う
年
。
二
月
が
二
十
九
日
あ
る
年
で
あ

る
。
二
十
四
年
前
の
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
、
学
級
通
信
に
う
る
う
年
の

こ
と
を
書
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

う
る
う
年
の
こ
と
は
う
る
う
年
の
う
る
う
月
の
う
る
う
日
に
し
か
書

け
な
い
と
思
い
、
今
回
こ
の
話
を
書
く
こ
と
に
し
た
。 

そ
も
そ
も
、
四
年
に
一
度
な
ぜ
う
る
う
年
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

う
る
う
年
の
大
き
な
役
割
は
、
蓄
積
す
る
暦
（
こ
よ
み
）
の
ず
れ
を

修
正
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
年
（
＝
地
球
が
太
陽
の
周
り
を
一
周
す
る

時
間)

は
、
実
は
三
百
六
十
五
日
に
加
え
て
約
四
分
の
一
日
長
い
。 

一
年
を
三
百
六
十
五
日
で
ず
っ
と
繰
り
返
し
て
し
ま
う
と
、
四
年
に

つ
き
約
一
日
ず
つ
暦
が
ず
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
の
が
う
る
う
年
で
あ
る
。 

現
在
私
た
ち
が
一
般
的
に
使
用
し
て
い
る
暦
は
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
う
る
う
年
を
次
の
⑴
⑵
の

よ
う
に
定
め
る
こ
と
で
、
一
年
に
つ
き
約
四
分
の
一
日
ず
れ
る
暦
を
修

正
し
て
い
る
。 

⑴ 

西
暦
が
四
で
割
り
切
れ
る
年
は
う
る
う
年
と
す
る
。 

⑵ 

た
だ
し
、
西
暦
が
四
で
割
り
切
れ
る
年
の
う
ち
、
一
〇
〇
で
割

り
切
れ
て
か
つ
四
〇
〇
で
割
り
切
れ
な
い
年
は
う
る
う
年
に
な
ら

な
い
（
平
年
に
な
る
）
年
と
す
る
。 

⑴
の
法
則
に
従
う
と
、
二
〇
二
〇
年
や
二
〇
二
四
年
、
二
〇
二
八
年
は

う
る
う
年
に
な
る
。 

⑵
は
⑴
の
例
外
で
、
一
九
〇
〇
年
や
二
一
〇
〇
年
の
よ
う
な
年
は
、

「
⑵
一
〇
〇
で
割
り
切
れ
て
か
つ
四
〇
〇
で
割
り
切
れ
な
い
」
に
当
て

は
ま
る
の
で
う
る
う
年
に
は
な
ら
な
い
（
平
年
に
な
る
）
年
で
あ
る
。 

し
か
し
、
「
一
〇
〇
で
割
り
切
れ
て
か
つ
四
〇
〇
で
割
り
切
れ
な
い

年
」
に
当
て
は
ま
ら
な
い
（
四
〇
〇
で
割
り
切
れ
る
）
西
暦
二
〇
〇
〇

年
は
、
う
る
う
年
だ
け
れ
ど
う
る
う
年
に
な
ら
な
い
平
年
で
あ
る
べ
き

な
の
に
例
外
的
に
う
る
う
年
で
あ
っ
た
四
〇
〇
年
に
一
度
し
か
な
い
珍

し
い
年
で
あ
っ
た
。 

今
現
在
、
朝
日
中
に
通
う
皆
さ
ん
は
、
二
〇
〇
〇
年
は
経
験
し
て
い

な
い
と
思
う
が
、
う
る
う
年
な
の
に
う
る
わ
な
い
二
一
〇
〇
年
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
は
、
十
分
に
あ
る
。 

朝
日
中
の
生
徒
達
に
は
健
康
に
留
意
し
て
ぜ
ひ
と
も
長
生
き
し
て
、

七
十
六
年
後
の
二
一
〇
〇
年
に
、
う
る
う
年
な
の
に
う
る
わ
な
い
年
を

経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

 

二
月
七
日
（
水
）
か
ら
二
月
九
日
（
金
）
の
三
日
間
、
学
年
末
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ス
ト

に
真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
に
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
年
を
締
め
く
く
る
大

切
な
テ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
十
分
理
解
し
て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
今
後
は
新
年
度

に
向
け
て
、
苦
手
分
野
を
克
服
し
、
新
年
度
を
迎
え
る
準
備
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

  

  

集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
学
年
末
テ
ス
ト 

学
校
評
議
委
員
会 

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



 

新しい年に向けて・・・新入学生学校説明会 

 ２月 14 日（水）に令和６年度入学説明

会を実施しました。今年度は，コロナ禍前

と同様の開催を考えましたが，インフルエ

ンザ等の流行の兆しもあり，部活動見学や

施設参観を中止にし，感染拡大防止に配慮

した形での実施といたしました。 

緊張した感じの６年生でしたが，生徒会

からの説明が始まると表情が和らぎ，中学

校生活への期待がみられました。短い時間

での説明会でしたが，よりよい準備をして

元気に入学してきてほしいと思います。 

４月の入学を頼りになる先輩や素晴らし

い先生方と一緒に楽しみにしています。 

   

生徒朝会で学校給食週間の取組を発表 

２月 13 日（火）の生徒朝会で，保健部が

学校給食週間の取組を発表してくれました。

学校給食の歴史や学校給食に関わるクイズの

出題，三献や鶏飯，みきの説明等郷土料理の

説明などの発表でした。これを機に給食や郷

土料理に関心をもってほしいと感じました。 

桜の木の下で 

 校舎前の桜には，２月になると生徒や先生方が集います。桜を眺めながら登校している生徒もいて，穏やかな気持ち
になりました。今年も桜が咲いてくれるか不安な気持ちもありましたが，例年同様，綺麗な花が咲き，目と心を楽しま
せていただきました･･･。昨年度同様，メジロやヒヨドリも集まってきていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校舎建設後は，まだ多くの桜が植えられていたようです。冬場の強風や台風の影響で傷み，枯れていったそうです。
確かに現存する桜木は，来賓駐車場にむかっていくほど，傷みがひどくなっています。現在，校舎前には，６本の桜木
がありますが，今年度は，３本の桜木が花を咲かせてくれました。（うち２本は満開とはなりませんでしたが……。） 
また，残りの３本はというと，１本は，朽ちて今年度の夏頃に根元から折れてしまいました。他の２本は，４年前に

植えられたそうで，今年度は少しつぼみをつけ，花を咲かせてくれました。これからの成長が楽しみです。 
これからも桜木が，年々大きくなり，永遠に生徒や先生方，地域の方々が集う桜になることを願っています。 

３月学校行事  丸内 SC 来校日 ８日（午前） 

5 日（火） 公立高等学校一般入学者選抜１日目 

6 日（水） 公立高等学校一般入学者選抜２日目 

7 日（木） ３年クラスマッチ 

8 日（金） 性に関する講話（３年） 

10 日（日） 奄美市学びフェスタ 

11 日（月） 卒業式予行・準備 

12 日（火） 第 76 回卒業式 

13 日（水）  公立高等学校合格者発表 

あいさつ運動(～22 日） 

20 日（水） 春分の日 

21 日（木） １年クラスマッチ 

22 日（金） ２年クラスマッチ 

  公立高校二次入学者選抜 

25 日（月）  大掃除，修了式，辞任式 

生徒会からの説明の様子 新入学生学校説明会の様子 


